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DDXパケット交換機のハードウェア
DDX Packet Switching EqulPment

従来のデータ通イ言では,公衆1五言･榊軋 奇相練あるいは加入7凱言細か補いられてい

るか,品宮古,経洲隼,利川法において綿々の制約かあるrJ二れらの制約条件を解決

し,ユーザーの要求を満たす公衆チータ交換網の必要性か砧圭ってきた｡

‡J本屯イ言′芯さ六公社では,このテ‾一夕‾交枚網の必要竹三の棚人に応じ,DDXパケ､ソ

ト交換網を商用化し,昭和54年-6fjにサービス例始の子延であるしつ

日立製作所は昭和53年5月及び6月に商用パケット交換網用の諸装置を日本電信

電話公社に納人したが,ここでは,DDXパケット交換機を構成する主要装置であ

る高速信号制御装置とパケット多重化装置を中心に,そのハーードゥェアについて解

説した｡

l】 緒 言

Dendenkosha DigitalData Exchange(以下,DDXと略す)

パケット交換機の開発は,日本電信電話公社･武蔵野電気通信

研究所を中心に,日本電気株式会社,沖電気二亡業株式会社,

富士通株式会社及び日立製作所の5社共同研究によって,昭

和46年から進められてきた1)･2)｡その成果として日本電信電喜活

公社は,昭和52年にD50形自動交換機の特別仕様讃を制定L,

昭和54年6月のサ【ビスインを目指し,商用パケット交換網

を建設中である｡日立製作所は昭和53年5上jと6月に商用パ

ケット交換網用の諸装置を日本電信電話公社･束京電信施設
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所及び札幌データ電信施設所に納入Lた｡本稿は,DDXパ

ケ､ソト交換網を構成するD50形自動交換機のハードウェアに

ついて具備すべき機能を中心に述べたものである｡なお図l

は,H本電信電話公社･東京電信施設所でのD50形自動交換

機の設置ご快音妃を示したものである｡

同 DDXパケット交換機の具備すべき条件

近年のデータ通仁の発展には,まことに目覚まLいものが

あI),システムはますます大規模･複雑化する傾r‾小二ある｡

閻

(a)パケット多重化装置

図I D50形自動交換機の設置二状況 高速信号制御装置2装置とパケット多重化装置4装置とが設置さ

れている｡各l装置は2架で構成する｡

(b)高速信号制御装置

*
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それに伴って,データ通信システムを構成する通信サブシス

テムに対する要求条件も王鼓しいものとなってきている｡従来

から,データ通信が利用可能な交換網としては,電話網と加

入電信の二つが我が国では提供されているが,これらは本来,

それぞれ電話及びテレックス通信を目的として構築されたた

め,データ通信にとって必ずしも最適な交換網ではなかった｡

そこで,既存網で制約となっている問題を解決し,かつ既存

網にない各種の新しいサービスを提供するため新データ綱の

構築が進められており,昭和54年6月にはDDXパケット交

換網のサ【ビス開始が予定されている3)｡

ここで用いられるDDXパケット交換機の具備すべき必要

条件をハードウェアの面から整理すると,およそ次に述べる

とおりである｡

(1)公衆綱としての信束副生

(2)ディジタル及びアナログ回線の収容

(3)多種の伝送速度への対応

(4)伝送誤りに対する防御

(5)保守性

公衆網としての信頼性を十分に確保するため,部品実装技術

は,既に運用実績のあるDlO形電子交換機をベースとし,方

式的には,重要装置の二重化,診断の容易性を考えたノ､一ド

ゥェアのモジュール化などを採用した｡これにより,目矧琴

害時間は電話網と同じく20年間で2時間以内となっている｡

近年電話網で音声のPulse Code Modulation(PCM)化が

急速に進んでおり,そのためPCM信号のためのディ ジタル

(福岡天神報謡局

DTE!DSU

M畑

DSU

M/D

L･｢

OTE M/D

PMX(3)

M/D TTY

+

PMX(4

帆/ロTTY

[

0ト

MUX

ロ

(名古屋電信施設所)

ユーザー:パケット
装 置 交換網

PMX(2)

D()
MUX

中継所

(大 阪)

｢'｢
i品乙丈l

中継所

(名古屋)

｢1｢
.Mリズ:

□

+

+
(横浜西報話局)
PMX(2)

｢こ
[

｢

⊥_+

ディジタル伝送路

+ご

0†

MUX

L
図
2

DDXパケット交換機商用試験時の綱構成

局の構成で行なう｡

TRK

仏送路の増加が著しい｡このディ ジタルf云迷路は,符号品目

として専用線ベースでテ【タ通仁iに利用できるようになって

いる｡したがって,モデムによるアナログl.叫線のほかにディ

ジタル回線グ)収谷も重安である｡

デー一夕仁三送速度としては,国際電仁電話諮｢壬り委員会(CCITT)

勧告Ⅹ.1で示されている各稚仁二送速度と我が回で従来かごっJム

く使用されている†去遥遠度とを提供できることか必要である｡

加入電信網では50b/s,電話網では4,800～9,600b/sまでの伝

送速度が扱えるが,新データ綱では48kb/sまでの各種のデー

タ伝送速度を取り扱うことができる｡

データ通信にとってデータ誤りは許されないものであI),

各柁のテMタ誤り回線処置がとられているが,DDXパケ､ソ

ト交換網では綱内でのテ【タ言呉りやを改善するため,リンク

ごとにHigh LevelData Link Control(以■卜,HDL Cと略

すトナ順を過開し,非常に高品質のデータ伝送を比供するこ

とができる.｡

公衆網として高信椒度,高品乍ノ主役び多彩なサ【ビスを掟供

するには保甘件の良いことが重要であり,室内実験機4),所

内試験機5)を通して改善,確認されている｡

田 パケット交換網の構成

3.1網構成及び網と端末のインタフェース

DDXパケ､ソト交換機商用試験時の網構成を図2に示す｡

パケット交換局(P S)は東京に設置し,これは次に述べる装

置で構成する｡
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(1)中央制御装置(CC)

(2)高速信号制御装置(HSE)

(3)パケット多重化装置(PMX)

(4)回線終端装置用架(CEF)

(5)監ネ見試メ験架(STF)

パケット多重化装置は,東プ;(グ)ほか全国6箇所に設置し､回

線終端装置用淡を併せて置く｡各局には加入者線を交換機に

才妾航するための装置が必要である｡すなわち,伝うに設置され

る高速信号;別御装置又はパケット多重化装置とそれに収容さ

れる加入‾者端末間は,特定通信回線の接続と等価と考えられ,

局内側にも加入者宅内と同じく宅内データ回線終端装置(DSU)

や変復調装置(モデム)などが必要である｡また,パケット交

換局とパケット多重化装置設帯局との間の局間中継線にアナ

ログ伝送路を適用する場合はモデムが必要となり,ディジタ

ル仁く遠路を適期する場ナナ,イヱニ送系装置とのインタフェース用

にトランクが必要となる｡

パケット交漁網とユー,ザ【との分界点は,ユーザ【宅内に

設置される宅内データ回線終端装置や変復調装置とデータ端

末装置(DTE)との接続点である｡

3.2 パケット交換網を構成する諸装置

3,1で述へこたようにパケット交換網を構成する交換装置は,

中央制御装置,高速イ言号制御装置,パケット多重化装置,回

線終端装置用架及び監視試験架の5種類である｡以下これらの

装置について概要を説明するが,高速信号制御装置とパケット

多重化装置はパケット交換網を構成する主要装置であるので,

章を改めて詳細に説明する｡

(1)中央利子卸装置

データ交換用中央制御装置は二大に述べる理由により電話用

電子‾交換機として実用化されているDlO形自動‾交換機の中央

制御装置(DlOCP系)を使用した｡

(a)建設工法が確立されている｡

(b)保守及び操作用訓練に関L,実績がある｡

(c)各穐サポートソフトウェアが完備している｡つ

このDlOCP系の機能及び動作は,電子交換関係の資料6)など

で詳細に述べられているので,ここでは説明を省略する｡

(2)回線終端装置用架

局内に設置される宅内データ回線終端装置や変復調装置あ

るし､はトランクなどの回線終端装置類を効率良く実装するた

めの1架である｡

(3)監視試験架

パケ､ソト交換局内装置の保守及び運転に必要な機能(例え

ば,各装置の電さ憶断や装置障害中の表示など)を集中し,タ

イプライタを介して中央制御装置からプログラムにより制御

することによって各種の運用及び制御情報を入出力するなど,

保守者と交換機との間のマン･マシン･インタフェースの役

割をもつ架である｡

田 高速信号制御装置

4.1高速信号制御装置

この装置は,DlOCP系とともにパケット交換局(PS)を構

成し,回線とDlOCP系との間の情報転送に関する各種の伝送

制御を行なうものである｡この装置の対象としている伝送制

御手順は,HDLC手順である｡

この装置の主な機能は,受信時に回線上をHDLC手順によ

り伝送されてくる直列のビット情報を,並列のバイトに組み

立てた後,DlOCP系のデータチャネル(DCH)を介してDlO

CP系の記憶装置へ転送し,更にDlOCP系のソフトウェアが
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処理できる形への情報フォ∽マットの変換(送信時にはこの道

変枚),回線上の速度とDlOCPチャネルの転送速度差の[吸収,

更にHDLCによる誤り制御を行なうことである｡また,この

装置は以卜のオ幾能を高速で処理する必要があるために,制御

方式として布線論理をj采用している｡

4.2 高速信号制御装置とDlOCP系(ソフトウェア)との機能

分才旦

HDLC手順に基づきデータ交換機と回線との情幸艮が授′要さ

れる場合,重要となるのはパケ､ソト交換機を構成している

DlOCP系と高速信号利子卸装置との伝送制御に必要な機能分担

である｡表1はこれを示したものである｡一般に高速信号制

御装置は,処理的にみて時間的には厳しいが,単純なものだ

けを分担し,DlOイ則ソフトウェアは時間的には厳しくないが,

複雑でかつ融通性が要求される処理を分お1している｡

4.3 機能ブロック構成と冗長構成

機能ブロック構成を図3に,各ブロックの機能概要を表2

に示す｡

信相度構成上は二重化部と一重化部とに分けている｡

クロック発生部(CLK),インタフェース制御部(IFC),

バソファ転送制御部(BTC),回線利子卸部(LCT)及び多重

化部(MPX)などの共通処理部は,-一部障害でもシステムダ

ウンにつながるため二幸化している｡なお,電i墳は経析件と

実装スペ【スの点から,二幸化系の片系ずつの個別電i原とす

る個別二重化構成を採っている｡一方,セレクタ部(SEL),

回線接続対応部(LU),レベル変換部(LVC)は一一重化とし,

電†塘はダイオードオアによる完全二重化としている｡これは

二大の理由による｡セレクタ部は共通部であるが,ハードウェ

ア一芸が少ないグ)で障害確率を十分小さくできる｡また,【由緒

表】 高速信号制御装置とD10CP･系の機能分担 高速信号制御装置

は,処‡里的にみて時間上は厳しいが,単純なものだけ分担し,D10側ソフトウ

ェアは時間的には厳しくないが,複雑で融i副生が要求される処理を分担Lている｡

機 能 HSE

D10側

ソフト

ウェア*

備 考

H

D

L

C

トランスペアレント伝送のた

めの■一0''挿入･除去**
(コ

F,放棄,通信終了バク【ン

の発生･検出･除去
(つ

放棄パターンで終わる

FCSのラ寅算･チェック (つ

32ビット未満フレームの検出
〔⊃

と廃棄 フレームも含む｡

HDJC手順のA,C部の作成

チェック
r_つ

時間監視 ((二〕) ⊂〕
Fパターン同期待ちの

時間監視はHSEが実施

フレーム再送制御 ⊂)

フレーム処理 (⊃

オクテット長エラー***グ)検出 ⊂)

回線対応装置の異常検出 ⊂)

送信時のダミーデータ***★の除去 (つ
MSCH仕様から不要デ

一夕が発生する｡

受信フレームのバイト長計数 (⊃

フ主
*

HSEは該当処王里を行なわないとの意味である｡
一書

トランスペアレント伝送とは,いかなるビット情報も伝送可能なことをいう..)
＋**

情報フレームの総ビット数が8∩(n:整数)でないこと｡
‥*

D川側からHSEに転送されるデータのうち,i司縁側へ送出すべき情報以外の

データ(HSEとD10CC間の情報転送単位は4バイトであるから,4JI(∩:整数)バ

イトに満たない情報には不要データを付加する｡二のデータをダミーデータ

という｡
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雫
マルチプレクス

サブチャネル装置
(WSCH)へ

注:略字説明

CしKくニクロック発生部

1FCニインタフェース制御部

8TC二ニパップ≠転送制御部

lF C B T C L C T

M

P

X

LCT=回線制御部

MPX--=回線多重化部

SEL′ニセレクタ部

共 通 部

LU 回線接続対応部

LVC‥レベル変換部

図3 高速信号制御装置の機能ブロック構成 sELを除いた共通部は二重化しており,加入者対応部

は一重イヒとLている｡

表2 高速信号制御装置各ブロックの機能概要 各ブロックは機能

的に分離されており,診断しやすい構成となっている｡

ブロック名称 略号 機 能 概 要

クロック発生分配部 CJK
水晶振動子を用い,内部処理用クロックを作

成L,各ブロックに分配する｡

インタフェース制御部 lFC

10インタフェース仕様に従い,各コマンドの

起動転送･報告のシーケンス処‡里を行なうほ

か,受信フレームのバイト数の計数,送信側

のダミーデータサプレス制御のための処理を

行なう｡

バッファ転送制御部 BTC

lFCの対MSCHインタフェース動作の各種動

作後処王里,及び+CTのlバイトごとのデータ

送受動作の結果として起動され,バッファの

管王里及びIFC,+CTへ次動作指示を与える｡

回線制御部 +CT

送受信データのバイト組立,分解とHDLCに

基づくFパターンの検出,送出,FCS演算卜

ランスペアレント伝送に基づく``0'-挿入掴j除

多重イヒ部 MPX LU群と+CT間の情報線を多重化する｡

セレクタ苦β SEL
LU群をMPX(白系)に接続するか,MPXB(他

系)に接続するかの切替え用

回線接糸売対応部 LU

回線側のビット単位の情報と+CT側の6ピッ

ト情報の変換処理及び回線側障害の検出を行

なう｡

レーくル変換部 +VC

伝送系側の電気レベル(∨.28,∨.35,架間伝

送レベル)とLU側のTTLレベルの変換を行

なう｡

T

C
C
O

CC

MH

O

C

●-

＼
■
√

MH

I

C

MSCH

O

HCS

l

.M

注:略字等説明
CC=中央制御装置
CHM=チャネル多薫装置
MSCH=マルチプレクスサブチャネル装置

･････-･=現用系
----

=予備系

肝C

A

HSE-A

止

BTC

A

回線終端装置へ

直接収容PMXへ

+∪

+〕

+V C

L V C

接続対応部,レベル変換部は加入者対応部であり,その障害

波及範囲が1回線だけであるので,■システムヘの影響が少な

く局間伝送路など必要により回線を複数設置することでネッ

トワークとしての信頼度は確保できる｡

4.4 運転形式

高速信号制御装置の運転形式の基本として,待機予備選転

方式を採用している｡図4にこの装置の運転構成を示す｡系

切替場所は,同図でのCC～チャネル多重装置(CHM)間と

この装置内の多重化部～セレクタ部間である｡この装置の共

通部障害時は,同図でのCC～CHM間とこの装置内の多重

化部～セレクタ部間を切り替えて,DlOCP系のデータチャネ

ルとこの装置共通部を含めて系切替えを行なう｡予備系を現

用系へ切り替える処理は,すべてDlOCP系のプログラム制寺卸

によって行なう｡

4.5 収容回線の種類,速度と最大収容回線数

表3に高速信号制御装置の収容回線の種類,速度と最大収

容回線数を示す｡パケット多重化装置を収容する場合,1装

置当たリ2回線使用するため,1高速信号制御装置当たり最

大16パケット多重化装置まで可能である｡

収容回線の電気的インタフェ【スは,宅内データ回線終端

装置,又は変復調装荷用にV28又はV35をj準備しており,直

結のパケット多重化装置用にTTL平衡伝送を準備している｡

なおユ【サー側の端末インタフェ【スは,ユーザー宅内に設う貢

‾

｢
●

l

+CT

A

MP)〈

A
′

J

_⊥_
ニ重化部

SEL

SE+

偶数

+∪群

奇数

+∪群

二｢
偶数

LVC群

奇数

LVC群

_+
一重化部

図4 高速信号制御装置の運転構成 待横予備運転を基本とする｡系の切替えはすペてCCにより制御される｡
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表3 高速信号制御装置の収容回線の種猥,速度と最大収容回線数

伝送速度は,宅内データ匝]線終端装置又は変復調装置から供給するクロックに

より決定される｡処王里能力上は,48kb/s32回線の収容が可能である｡

伝送方式
伝送速度

(kb/s)

収容回線

インタフェース

単独最大

収容回線数

インタフェース

ディジタル/

アナログ 電気的 論理的

ディジタル

2.4 CEF経由

32

∨▼28

X.25

4.8 同 上

9.6 r司 上

48
CEF,MUX経由

D50A-PMXと直結

∨.35

TTL平衡

アナ ロ グ

2.4 CEF経由

∨.284.8 同 上

9.6 同 上

48 同 上
∨.35

TT+平衡

される宅内データ回線終端装置,又は変復調装置により決まる7)｡

なお,加入者が網に新規に加入する場合の審査を予備系装

置を使用して行なうため,任意の回線を予備系装置に引き込

み,通信中の現用系装置に影響を与えず各種の試験を行なえ

るよう任意回線の予備系引き込み機能を付加した｡

白 パケット多重化装置

5.1 機能と役割

パケット交換網のユーザー端末であるデータ端末装置(DTE)

の分布密度は,電話機の分布密度と比較すると一般に2桁程

度低いと言われている｡したがって,これらのデータ端末を

パケット交換網に収容した場合,綱全体のコストに対して1

加入者当たりの加入者系のコスト,特に加入者線のコストの

占める割合が大きくなることが予想される｡この割合をでき

るだけ低く抑え,全体として効率的なパケット交換網を構成

するためには,データ端末を過当な規模で集線することが重

要となる8)｡また,パケットインタフェースをもたない既存

端末に対し,パケットの組立･分解を綱が行なう必要がある｡

パケット交換網でこの集線機能とパケット組立･分解をつかさ

どるのがパケット多重化装置である｡

この装置は小形プロセッサを内蔵し,蓄積プログラム制御

‾方式により各種の処理を行なう｡

こグ)装置の主要な機能を次に述べる｡

(1)パケット組立･分解(PAD)機能をもたない--一般端末(NPT)

及びPAD機能をもったパケット形態端末(PT)を合計255

端末収容し,加入者線の集線多重化を行なう｡

(2)呼制御及び伝送制御の機能をもつことにより,加入者線

の集線多重化だけでなくトラヒックの集束を可能としている｡

(3)パケットを一度蓄積することにより,パケット交換機と

の間でパケット多重通信を行ない,パケット多重化装置～パ

ケ･ソト交換機間の伝送路の高能率使用を達成する｡

(4)NPTデータ‥パケット形式データの変換(PAD機能),

NPT手順一斗網内手順の変換を行なう｡

(5)パケット多重化装置の内蔵プログラムによr)端末対応の

呼制御,伝送制御などの前段処理及び課金処理などの網内処

コ聖の一部を分担し,パケット交換機の負荷軽減及び網全体と

しての負荷分散を図る｡

5.2 ハードウェア,ソフトウェア及びパケット交換機との機

能分担

ハードウェア,ソフトウェア及びパケット交換機との機能

分担を表4に示す｡ハードウェアでは加入者線の監視,キャ

DDXパケット交換機のハードウエア 703

ラクタの組立･分解,初期プログラムローディング(IPL)及

び初期設定といった基本的な機能を分担している｡ソフトウ

ェアでは端末対応の呼制御,伝送制御などの前段処理及び課

金処理の一部などの機能を分担している｡

5.3 機能ブロック構成と信頼度構成

機能ブロック構成を図5に,各ブロックの機能概要を表5

に示す｡基本的には共通部は二重化,個別部は一束化として

いる｡ただし,回線多重化部(MPX)は32回線の多重処理を

しているが,ハードウェア量も少なく,システムの信頼度上

問題はないので一重化とした｡一方,HDLC回線対応部

(HLU)は,1､-ドゥェア構成上処理しやすい二重化構成と

した｡なお電源は,処理装置部(PC),記憶装置部(MM),

高速転送制御部(HTC),回線制御共通部の二重化部を個別

二重化とし,他の部分はダイオードオアによる完全二重化と

している｡

5.4 運転形式

パケット多重化装置の運転形式は待機予備運転を基本とし

ている｡予備系を現用系へ切r)替える処理(PMXのシステム

クリア,オンラインプログラムのローディング,LU群の引込み

など)はすべてパケット交換機からの遠隔制御によr)行なう｡

5.5 収容回線の種類,速度と最大収容回線数

表6にパケット多重化装置の収容回線の種類,速度と最大

収容回線数を示す｡調歩端末の速度指定は,据付工事の際に

行なう｡一方,同期回線は宅内データ回線終端装置,又は変

復調装置から供給する外部クロックにより動作速度が決まる｡

収容回線のインタフェースは,調歩端末用にⅩ.20,Ⅹ.20bis

の両方を準備しており,切替えは据付工事の際に行なう｡パ

ケット多重化装置例の同期一般端末インタフェースはⅩ.21bis

に統一しているが,ユーザー側の端末インタフェースは,ユ

∬サー宅内に設置される宅内データ回線終端装置,又は変復

調装置によりⅩ.21,Ⅹ.21bisを選択することができる7)｡

同 結 言

DDXパケット交換機を構成する主要装置は,高速信号制

表4 パケット多重化装置のハードウェア,ソフトウエア及びパ

ケット交換オ幾間の機能分･担 パケット多重化装置は,蓄積プログラムで

制御される｡単純な処理はハードウェアで行ない,若干複雑な処王里はパケット

多重化装置のソフトウェアで行なう｡複雑で融通性の必要とされる処王里は,パ

ケット交換機で行なう｡

項番 機 能

PMX

PS 記 事
ハード
ウェア

ソフト
ウェア

l 加入者線の監視･制御 ⊂〕 〔)

2 発 着信 分 析 (⊃ ○

3 数 字 分 析 ⊂) ○

4 課 金 処 理 ⊂) (⊃

5 キャラクタ組立･分解 ○ 調歩端末

6 フレーム組立･分解 (⊃ HDJC端末及びPT

7 データのバッファリング C〉 ⊂)

8 伝送制御手順制御 ○ (⊃

9 伝送制御用の誤り制御 (⊃ ○

10 パケットの組立･分解 ⊂)

ll パケットのルーチング ⊂)

12 パケットの順序制御 ⊂)

13 PMXのIP+才旨示 ○ ○

14 PMXのIP+制御 (⊃ (⊃ (⊃

15 PMX初期設定 ○ ○

16 障害時の系切替 ○ (⊃

17 加入者データ ○ ○
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+VC

しVC

LVC

+VC

+∪

LU

MPX

MPX

｢

MM

一般端末･
(調歩端末)

LVC

+VC

LVC

+VC

+∪

+∪

+

+C T

+UC

1

+

P C

+KL

CTH

ULH

ULH

ULH

図5 パケット多重化装置のブロック構成 共通部は二重化Lている｡MPXは32加入者単位の多重化

を行なっているが,信頼度上聞題はないので一重化構成としている｡

表5 パケット多重化装置各ブロックの機能概要 各ブロックの機

能は完全に分離されており,MPX･LU･HLU･LVCは,基本単位ごとに増設

が可能なようにビルディングブロック構成とLている｡

略号 名 称 機 能 概 要

PC 処理装 置 部

MMに格納されているプログラムを解読･実行す

ることにより,LUC,HTCから転送される端末の

データをパケット化し,HTCを通してPSへ送出

する｡また,二の逆を行なう｡

MM 記 憶 装 置 部 プログラム,加入者情報,送受信データの格納

+KL 操作表 示盤
PCの状態表示,MM内容の読取り及びMMへの

書込みを行なう｡

HTC 高速転送制御部

PSとの中継伝送毘各,HDLC端末及びPTを収容

するHJUの制御を行なう｡PC,MMとの送受信

データの転送はメモリサイクルスチールで行ない,

HLUとの転送はバイト単位で行なう｡

HLU HDJC回線対応部
PS方路,HDLC端末及びPTを収容L,F同期

の設定を行ない,ビッ トーバイトの変換を行なう｡

LUC 匝]線制御共通部

MPX及び+∪の制御を行ない,PCとのインタ

フェース制御を行なう｡PC及びMPXとのデー

タ送受信はキャラクタ単位で行なう｡

MPX 回線多重イヒ部

+Uを収容し,LUからのデータを多重化し,

+UCに送出する｡また,この逆を行なう｡デー

タの送受信はキャラクタ単位に行なう｡

加入者繰の発呼終話検出,閉塞を行なう｡

+∪ 回 線対応 部

調歩端末を収容し,スタートビットの検出,スト

ップビットの付加を行ない,ピット0キャラクタ

の変換を行なう｡

LVC レベル変換部
回線終端装置及び直結のHSEとの間で,送受信デ

一夕及び制御信号の電気的レーヾルの変換を行なう｡

SEし セ レ ク タ 部 二重化部`-→一重化部の支給制御を行なう｡

+CT 【司線 制 御 部 +UCとMPXとを合わせて+CTと総称する｡

CVL

CVL

CV+

対PS

転末

御装置とパケット多重化装置である｡高速信号制御装置はDlO

CP系とともにパケット交換機を構成し,回線とDlOCP系と

の間の情報転送に関する各種の伝送制御を行なうものである｡

パケット多重化装置は,パケット交換専用の集線装置であり,

その構成は小形処理装置をもち,蓄積プログラム制御方式と

なっている｡

DDXパケット交換機の商用1号機は,東京をはじめとし,

全国7箇所に設置され,昭和54年6月のサービス開始に向け

て現在商用準備中である｡サービス開始後は,ユーザーの各

種要求に応じ,情報化社会の発展に貢献することが期待きれ

ている｡
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表6 パケット多重化装置の収容回線の種頼,速度と最大収容回線数 調歩端末の速度指定及び

×･20,X･20b-Sの切替えは,工事者注意事項により行なう｡同期端末の速度は,宅内データ回線終端装置,又は変

復調装置から供給するクロックにより決定される｡

収 容 匡]線 収容端末又は装置 同期方式 速 度 最小増加単位 最大収容数 収容数合計
インタフェース

電気的 論‡里的

回線制御部

収容匝]緑

一舟呈端末

(調歩端末)
調歩式

200 b/s 4 255

255

255
256

∨.28

×.ZO

X.20blS

300 b/s 4 255

l′200 b/s 4 255

高速転送制御部

収容回線

一般端末

(ワニ三軍悪霊芸末)
同期式

2′400 b/s l 31

31

X.2l

X.21blS

×_25

4′800 b/s l 31

319′600 b/s l

D50号A高速信号制御装置 同期式 48kb/s l l ∨.35,TT+平衡 ×.25

注:回線とLては,ディジタル及びアナログ両者とも適用可能である｡
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